



































































































































時間は変わるが、平均すると G1は約 90分で、G2は約 60分であった。中国の大学は、9
月から新しい学年が始まり、本研究で言う「○週目」は、活動が実施されていた時間で、
表 1　グループ活動のスケジュール




























































































卒論作成のプロセスにおいて学習者 Liは 3つのテーマ（テーマ A、B、C）を提示して



























































































































































てテーマを定着させた。テーマの詳細とその分析を表 3に示す。表 3から、学習者 Liと
同様、学習者 Rの卒論テーマが検証され、精緻化されてきたプロセスがうかがえる。
（3）「テーマ調整の様相」のまとめ
2名の学習者の 5つのテーマの調整プロセスを 1つの図に示すと、下記の図 1のように
なる。横軸は時間を週で表し、縦軸は 2名の学習者のテーマを表している。図 1から見る







































































































































































学習者 Li 学習者 R
























研究の意義 批判的読み 興味・関心 グループでの話し合い









































































18 絞込み 課題の難易度 分　　析
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いては、学習者は自分の中で閉じて考えるのではなく、グループでの話し合いの中で考え
て判断していくのである。筆者が行った支援活動は、テーマ調整のプロセスにおいて他者
と共に話し合い、テーマを検証し、精緻化していく環境になると考える。
第二に、〈文献調査〉、〈分析〉、〈執筆〉からなる【学習者の研究実践】は、研究活動が
進むにつれて、大きく影響する傾向がうかがえた。前半では〈文献調査〉、後半では〈分析〉
が一番多かった。この結果から、前掲の「テーマ設定という行為自体にも研究が必要」（張、
1981）という論点が裏付けられる。さらに正確に言えば、テーマ調整は研究実践の一部で、
他の研究実践（文献調査、分析、執筆など）と絡み合いながら行われていくプロセスであ
ると考えられよう。冒頭で研究テーマの設定は、「問題発見」に当たると述べたが、本文
の事例で示しているように、一つひとつのテーマ調整が、規範の元に行われ、「問題」を
検証、明確化、修正していくため、テーマ調整は、「問題解決」にもなっているのではな
いかと言える。
第三に、1つの規範の要因に、【支援活動】、【学習者の研究実践】の両方が同時に確認
される事例が多数見られる。これは、学習者が【支援活動】で得たフィードバックが、各
自の【学習者の研究実践】に活かされていること、或いは、【学習者の研究実践】で分かっ
てきたことが【支援活動】のたたき台になり、【支援活動】の方向を導いていくように、
相互的、相乗的に作用しながら、テーマ調整の規範が顕在化・生成されるのに影響してい
図 3　卒論支援活動におけるテーマ調整のプロセス
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ることを示唆している。この結果から、教師が行う支援活動と、学習者が行う研究実践を
連携させることの意味と必要性があると考える。詳しい提言は 6節で述べる。
4–4．テーマ調整のプロセスのまとめ
以上、筆者が行った卒論支援活動のプロセスの中で収集したデータを元に、課題（1）
「テーマ調整の様相」と課題（2） 「テーマ調整をもたらした規範」と「その規範が顕在化・
生成される要因」を分析、考察してきた。テーマ調整のプロセスを図で表現すると、図 3
のようになる。本研究で使用する分析資料は、学習者 2名のもののみを対象としたため、
「要因」、「規範」、「調整」には、確認できていないバリエーションも存在する可能性があ
ると考え、「……」で示した。【支援活動】と【学習者の研究実践】の相互的、相乗的な作
用により、【学習者の内的条件】、【研究の条件】、【環境】などのテーマ調整についての規
範が顕在化・生成され、テーマ間調整とさまざまなテーマ内調整がもたらされ、テーマは
少しずつ検証されて精緻化していくのである。
5．テーマ調整のプロセスにおける「学習者の学び」
冒頭でテーマ調整は研究活動を左右し、論文作成のプロセスの中で最も重要であると述
べた。では、テーマ調整から学習者はどのような学びを得られるのだろう。テーマ調整は、
文献調査、分析、執筆などの研究活動と絡み合いながら学習者の学びを育む場合が多いと
考えられるが、本研究では 4節の分析結果、学習者へのグループインタビュー資料とアン
ケート調査資料をもとに、課題（3）「学習者の学び」を考察する。なお、本文の卒論支援
活動の目標は「学習者の物事に対する思考力と言葉の表現力を育成すること」であるため、
AJ教育を通して具体的にどのような思考力と表現力が育まれているかという視点から考
察する。学習者の母語による表現力については割愛する。
まず、思考力について述べたい。4節で、テーマ調整のプロセスはテーマが検証され、
精緻化されていくプロセスであるとした。学習者に視点をおくと、このプロセスは、学習
者が【支援活動】と【学習者の研究実践】との相互的、相乗的な作用により、【学習者の
内的条件】、【研究の条件】、【環境】といった規範を満たすように批判的、論理的に考え、
自分を認識して成長していくプロセスでもある。次の資料 6は、活動途中（研究計画書を
作成した 13週目）に行ったグループインタビューの一部である。資料 6が示すように、
学習者 Liと Rは共に、テーマをめぐって調整し研究するプロセスを、「自分を高め」、「成
長」させるプロセスであるとしている。学習者 Liは、「問題点の見つけ方、資料の検索方
法、分析能力など、たくさん学べ」、また、自分のテーマに「本気で」「対峙し」、「がんば
ること自体に意味がある」と語った。学習者 Rは、自分が書きたいテーマ（4節で述べた
テーマ B）にたどり着くことで、テーマ調整のプロセスにおける一番大きな学び―「受動
的な姿勢から能動的」な姿勢への変化―を得られたと述べた。
次に、学習者の日本語による表現力について述べる。前述したように、支援活動で用い
られる言語について、事前課題及びその発表では日本語を使用し、グループ活動の話し合
いでは自由選択とするよう指示した。実際には、学習者 2名共に事前課題の完成及びその
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発表をほぼ日本語で行い、グループ活動については、学習者 Rは約 9割の発言を日本語
で行った。学習者 Liは日本語で自分の研究、考えを伝えることに困難を感じたようで、3
割の発言でしか日本語を使用できなかった。グループメンバー全員が中国語母語話者であ
ること、また学習者 Liと Rともに卒業後日本語を使わないと予想される仕事（その時点
ですでに内定）に就くことを考えると、筆者から見れば納得できる選択であったと考える。
しかしながら、4節で述べた学習者の文献調査では、日本語の文献は多く、卒論の執筆及
び完成までの草稿も大学の規程に基づき日本語で行った。学習者は、このように自分の書
きたい内容を調整し、自分のテーマに向きあって「対峙」する中、日本語での読み書き、
グループメンバーとの話し合いにより、自然に日本語の表現力が育まれるのである。資料
7は活動後のアンケート調査資料の一部であり、学習者が自分の日本語の表現力を評価し
たものである。卒論支援活動全体を通して得られた表現力に対する評価であるが、テーマ
調整プロセスも貢献しているであろう。学習者 Liは、自己の考えを表現するための工夫
資料 6　活動途中のグループインタビュー（筆者訳）
T1 私は、よく「このテーマを書くことはあなたにとってどんな意味がありますか」と聞いて
いましたね。今現在、このことについてどう考えますか。
Li 二つの面から理解しています。一つは、論文を書くことの意味、もう一つは、その内容を
書くことの意味。準備から仕上げまでのプロセスは、チャレンジですし、自分を高めるプ
ロセスでもあります。学ぶことも多く、例えば、言葉の表現方法など分からなかったこと
はこのプロセスの中で見つけ、解決する必要がありました。また、問題点の見つけ方、資
料の検索方法、分析能力などについてもたくさん学べました。以前なら考えたくなかった
ことが、今では考えなければならないことに変化するなど自分にとって新しい認識が生ま
れました。もう一つ、書く内容の意味ですね、私は本当に好きだから、こうやって少しず
つ少しずつ探ってこられたのです。
（中略）
T1 Rさんはどう思いますか。
R 今言ったように、プロセスは辛いけれど、成長していると感じます。このプロセスを経て、
自分の能力が向上した気がします。そして何よりも、受動的な姿勢から能動的になりまし
た。そのような姿勢の変化が最も重要だと思います。それがテーマ選定から学んだ一番大
きなことだと思います。
Li そして、私たちは本気でこのことと対峙しています。最初は受動的であろうと能動的であ
ろうと、がんばること自体に意味があると思います。
資料 7　活動後のアンケート（筆者訳）
質問：自分の日本語の表現力についてどう思うか。
Li ：論文を書く過程でさまざまな工夫（筆者注：辞書やインターネットの利用、友達への確認など）
をして自分の考えを表現しようとしたことは大きな進歩だと思う。また、先生に恐れずに表現す
るように励まされ、自分には日本語で表現する意欲が生まれたと感じた。そして、いざ表現して
みると、自分の日本語がそれほど「ひどい」のでもないことに気が付いた。
R ：表現力は確実に高まったと思う。でも、書く過程の中で中国語ならできるが、日本語ではでき
ない表現があって、自分の日本語力の不足を感じさせられた。
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を評価し、「日本語で表現する意欲が生まれ」、日本語で表現することへの自信も増してき
たという。日本語に自信のなかった学習者 Liは、日本語で表現する意欲が育まれたと言
えよう。一方、学習者 Rは「表現力は確実に高まった」と評価しながらも、同時に「自
分の日本語力の不足」を感じたと言い、自分の日本語についての認識を深められたことが
うかがえる。このようにして、学習者の日本語による表現力が育まれただけでなく、表現
力の根源になる表現する意欲も育まれ、同時に自分の日本語に対する再認識も行われてい
た。
6．AJ教育、卒論指導への示唆及び今後の課題
本研究での分析結果から、以下の 2点が AJ教育、日本語専攻の卒論指導に示唆できる
と考える。第一に、教師は積極的に学習者と向きあってテーマ調整を支援する姿勢を取る
べきである。本研究で示したように、テーマ調整は、決して研究が始まる前の単純な手続
きではなく、問題の発見と共に、テーマの検証、精緻化を促し、「問題解決」ともなる重
要なプロセスである。その過程において、学習者は批判的、論理的に考え、自分を認識し
成長し、日本語による表現力と表現しようとする意欲が育まれ、自分の日本語について再
認識している。それにもかかわらず、AJ教育においては、レポートや論文の表現の特徴、
構成の特徴を中心に教え、出来上がった成果物で指導したりピア・レスポンスしてもらっ
たりすることが殆どである。また、中国の大学における日本語専攻の卒論指導において、
学習者のテーマの変化・変容を快く思わない教師の声もよく耳にする。本研究の分析と考
察から、卒論指導を含む AJ教育において、テーマ調整のプロセスとその重要性を認識し、
時間をかけて学習者のテーマ調整を積極的に支援する姿勢が不可欠であることは明らかに
なった。
第二に、【学習者の研究実践】を促しながら【支援活動】を行うことは、学習者のテー
マ調整を促進させるのに有効であろう。先述したように、【支援活動】と【学習者の研究
実践】は相互的、相乗的にテーマ調整の規範を顕在化・生成させることに影響を与えてい
る。近年、対話やピア・レスポンスを重視する実践報告が多くなっているが、【学習者の
研究実践】についての言及は見当たらない。最終の成果物が作文またはレポート、論文で
あるのかにより差異があると思われるが、本研究の結果で分かるように、論文作成の場合、
【支援活動】での話し合い以外の、〈文献調査〉、〈分析〉、〈執筆〉などといった【学習者の
研究実践】も、テーマ調整に大きな影響を与えている。したがって、教育活動である【支
援活動】で「継続的な対話環境」（細川、2008：158）を作りながら、【学習者の研究実践】
を促すべきではないか。
本研究で学習者によるテーマ調整を分析対象にしているため、支援活動の内実や教師
の役割については詳しく分析することができなかった。それらを今後の課題としていき
たい。また、テーマ調整に関して、本実践の限界も浮き彫りになってきた。学習者 Rは、
何度も自分は何に興味を持っているのか、何を書きたいのか分からないと話していた。学
習者Rが自分の興味・関心、書きたいテーマが自覚できなかったことは、「本格的なレポー
ト・論文を書いたことがない」大学教育に問題があるからだと考える。レポートや論文の
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テーマ調整は、書くための授業内に完結する問題ではなく、それ以前の作文や読解、日本
事情などの授業と連動し、学習者に自分の興味・関心に気づかせ、問題を発見するまなざ
しを育むことが不可欠ではないかと考える。
注
 1 本研究は、中国教育部人文社会科学研究一般項目「対話に基づいた日本語科における卒業論文指
導の実践研究」（2009年、課題番号 09YJA740040、研究代表者：陳俊森）の研究助成による成果
の一部である。
 2 門倉（2006）は、AJについて「いまだに定義という形での共通理解が得られているとは言えな
い状況」（p. 6）とし、AJ教育は「教養教育」と捉え、学び方を学ぶことと、「自己を表現し、他
者と出会う」（p. 8）コミュニケーションを育成することが肝要であると述べている。
 3 中国の《高等院校日语专业高年级阶段教学大纲》（2000：8）による。筆者が訳した。
 4 課題論文の読みについては、楊（2012）を参照されたい。
 5 初めて論文作成をする学習者にとって指導教員から受ける影響は大きい。学習者の思考と表現を
活性化させるため、筆者は活動時、「指導」を一方的に押し付けることをなるべく避け、学習者
間の話し合いを促しながら、学習者自身に考えさせた。また気になる点の指摘や、アドバイスが
必要と判断した際にできるだけ多くの選択肢を与え、学習者に選択してもらうように心がけた。
それを反映したのが、学習者 Liの振り返りである。「話し合い活動で先生は質問を提出すること
が多かったですが、直接にアドバイスを提案してくれるのは比較的に少なかったです。」（8週目
振り返りシートより）そういう意味で、指導教員と学習者の間のやり取りも「グループでの話し
合い」と言えよう。
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